
夏休みが大好きな結ちゃんは、新しい朝がくると、むくっと起きて「たまご（焼き）だね、
からあげだね」と放課後デイのお弁当のおかずをリクエスト。お着替えをして、YouTube を
開き、パンとジュースの朝ごはんでスタートするのがいつものスタイルです。

今、一番好きな動画は『トムとジェリー」。ご存じ、ネコのトムとネズミのジェリーが巻き起
こすドタバタ劇です。当初、母は、「斧で頭を叩こうとしたり、世界
一の軍事大国のアニメは乱暴だなぁー」と心穏やかではありません
でした。しかし、物語をよく見ると、ネコが小さなネズミに意地悪を
企てるのですが、どれもこれもジェリーは見事に回避していきます。

小さくても困難な時も、知恵と工夫で乗り越えていく。 時には友
達の力を借りて。生きていく極意を、しっかりつかんでいるのでした。
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心のモヤモヤ シェアしませんか？

夏休み親子カフェ

ご相談はお気軽に

ママたちの声を紹介します
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ダウン症の子とともに、
尊厳が尊重される社会をめざしてやるねー♪ 結ちゃん

親子カフェで子どもたちと談笑

毎日、毎日、汗が吹き出る暑～い夏休み。北地区ジェンダー平等委員会は 8 月
の毎週日曜日、ＴＯＫＹＯ１２ＨＡＵＳで子育て中のママ・パパの悩みや願いを聞き、
国政・都政・区政に活かしていくために、「夏休み親子カフェ」を開きました。

事務所に張り出したポスターを見て、1 歳から小学 4 年生までの子どもたち、マ
マたちが参加。子どもたちはおもちゃで遊んだり、かき氷を作ったりして楽しく過ご
し、ママたちは「ワンオペ育児がつらい」、「話し相手がほしい」、「パートナーとけ
んかばかり。育児の分担が難しい」、「お金のやりくり、みんなはどうしてるの」など、

・�赤羽公園・旧稲荷公園のトイレが汚い。プ
レーパークで利用するときは、隣の中央図
書館のトイレに行っている。

・�区は「保育園は空いている」というけど、
志茂に住んでいるのに滝野川や赤羽台地
域を紹介される。働きに行くにも、とても不
便。今年の１２月に育児休暇が終わり職場
に戻りたいけど、「４月からしか入れません」
と言われて困っている。

・�商店街にトイレがあると助かる。子どもは急
にトイレに行きたがるから。

・�育児休業手当が 2 か月に 1 度もらえること
を知らなくて、振り込まれた分がひと月分だ
と思い、その月に使ってしまった。

・赤羽駅北口側にエレベーターが欲しい。

お気に入りのパジャマ

それって大丈夫？ スキマバイト Q＆A
非正規労働者の権利実現全国会議 編著

お勧めの
一冊

自転車でピザなどを運ぶ青年を町で見かけることはありませんか？　スマホで注文し
て、すぐに届くので便利ですが、事前の面接もなくアプリで求人者と求職者をマッチン
グさせる「スキマバイト」は、職業安定法にも抵触する違法な派遣労働の復活です。

昨年 11 月、警視庁が「闇バイト」に警告を発したのと同時に、
最大手のスキマバイトアプリに闇バイトの疑いがある求人情報が
掲載されました。 本書は、アプリ登録者が 3400 万人を突破す
るなどスキマバイトはなぜ広がったのか、スキマバイトの何が問
題なのかを鋭く問い、スキマバイトを容認する労働行政や、人材
確保でスキマバイトを頼る自治体にも批判の目を向けています。

劣悪な労働条件や格差・貧困の拡大、すさんでいく社会を乗
り越え、人間の自由が保障される未来社会をめざしたい。

携帯代が払えない。 家賃が高
い。食費を削っている。

家族やパートナーとの関係がつ
らい。子育てがつらい。

親の介護で働き続けられない。
病気になった。

生活

家族

仕事

日頃の心のモヤモヤを思いっ切り
シェア（共有）しあいました。

親子カフェは、9 月以降も、継
続して開いていきます。


